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ム レ香低生 産性麹菌 変異株の 育種とその 醸造特性

（白鶴 ・ 研究）○窪寺隆支  山卞伸雄、 永井英雄 、 西村　顕、近 藤恭
一

【目的 】　生酒の 劣化臭で あ る 「ム レ香」の 主体は 、 撤 γ valeraldehyde （i−Val）

で あ り 、 i．wamylalcohol （i・　AmOH）を前駆体 と して 麹 菌由来の 酵素（「ム レ香」 酵

素 ）に よ り生 成す るこ とを報告 した
1）

。 今回は 、 清 酒麹菌 よ り、 厂ム レ香」 酵素生

産量 の 少ない 変異株の 分雑を試み 、 取得 した株の 醸造特性につ い て 検討 した。

【方法及び結果】　 清酒 麹菌 ALRρargi−i／us 　Ot’Stzee　R　I　B　I　28に UV照射を行 い 、 ランダム

に 釣菌 した約 1000株につ い て総米2．5g の α 化米製麹を行 っ た
。

こ の 麹に i−AmOHを

加え 、 酢酸緩衝液 中で 30℃ 、 5日静置 した後 、 生 成 した i−Valをへ7 ドスペ ー
スGCに よ り

測定 した 。 次に 親株に比 べ で 低い生 成量を示 した株 につ い て蒸米 150gを用 い た

シ ャ
ー

レ 法に よる褻麹 を繰 り返 し、 親株に比 べ て 1−Va1生成量 が安 足 して 低 い 2株

を選抜 した 。
こ れらを用 い て 、 製麹な らび に総米 1kg の 小 仕込 み テ ス トを行 っ た

結 果 、 両株 と も酒 質に は何 ら問題 は な く官能的に も良好で あ っ た 。 こ れ らの 製成

酒を0。2 μ m の〃 プ レ刀 イルタ
ーで ろ 過滅 菌後 、 生酒 の 状態で 30℃ 、 30日貯蔵 し、 酒 中

の i−Va1の 増 加 を経 時 的 に測 定 した結果、 変異株 （0．55　ppm ）の 生成量 は親株 （1．　65

pp皿）に 比べ て 明 らか に低 く、 生 酒用麹 菌と して の 有用性が示 唆 され た 。
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205 脂 質膜 の 透 過 性 に 及 ぼ す 工 タノ ー ル と脂肪酸 不 飽和度 の 影響

（菊正 宗 ・ 総研 ）　 O 溝 口 晴彦 ・池 田 　朋 ・原 　昌道

【目的 】　 清酒 醸 造 に お い て 、酵 母 細胞 膜 リ ン 脂 質 の PC／PE比 、及 び PC中の リ ノ

ー ル 酸 含量 は 、 速 醸 翫 と その 醪 に 比 ぺ て 、 生酥と そ の 醪 に お い て小 さ い こ と を iYi

に 報告 した 。 酵 母細 胞 膜 は 工 タ ノ
ー ル 毒性 の 標 的 と考 え ら れ るが 、 清酒 醪 の よ っ

な 高工 タ ノ
ー ル 環境 で の 検討 は 少 な い 。 そ こ で O・ V2e ％ 工 タ ノ

ール の も と で 、 多

重 膜 リボゾ ー ム 及 び 酵母 細胞 を 用 い て 、膜 の バ リ アー 能に及ぼ す脂肪酸 の 不 飽和

度 、 PC／PE比 の 影響 を 知る こ と を 目的 とす る 。

【方法 及 び結果】　 カ ル セ イ ン を封入 した PC多 重 膜 リボ ゾ ーム は 、 16℃ に お いて

工 タノ
ー ル ー緩衝液 中で 、 工 タ ノ

ー ル の 増 大 に とも ない 急 激 に カ ル セ イ ン を 漏 出

した 。 ま た 、 不飽 和 型PCの 比 率が 30％ 以下 の リボ ゾーム で は 、 そ の 比 率 の 減少に
r

と もな し｛、 カ ルセ イ ン 透 過速 度 定 数 の 顕 著 な減 少が 認 め られ た 。 PC−・，PE 混 合 リポ

ゾ ーム に お い て も、不 飽 和型 リ ン 脂 質の 比 率 とカ ル セ イ ン 透過 速度定数 の 間に 同

様な傾向が あ り、 PC／PE比 の み の 影響 は認 めら れ なか っ た 。 酵 母細 胞 を O 〜 20 ％ 工

タ ノ ー ル 溶液 中 に浸 漬 した 際 に も、菌体 か らの RNA漏 出量 は 単純拡 散 モ デ ル を 用

い て 近 似で き 、 20％ 工 タ ノ
ー ル 中 で 膜透 過 係数 （P

’
）は 急昇 した 。 また 、 リ ノ

ー ル

酸 添加 培 養菌 体 は ，パ ル ミ チ ン 酸 添 加培 養菌 体 に 比 ぺ て 、嫌 気培 養 で は PC／PE比 の

増 大 に よ り脂 質不 飽 和 度 が 高 く、 有意 に P
’

が 増大 し、 同 時に 生 存率
．
は低 下 した 。
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